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ロータリアンであることを

強くイメージし、

奉仕の喜びを分かち合おう

■開会挨拶………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………沈　会長

2022-2023 

メタバースで例会!?
　皆さんこんにちは。今日の後半のプログラムは、
社会奉仕委員会担当のゲスト講演となっておりま
す。講師の岡田アントニールイス様、後ほどよろ
しくお願いします。
　突然ですが皆さん、「メタバース」ってご存知で
しょうか。少し前に、SNSで有名なフェイスブッ
クが、社名を「メタ」に変更して話題になった、コ
ンピューターの中にある仮想現実空間のことで
す。
　私がロータリーのホームページにある、マイロー
タリーに登録しているせいなのでしょうか、時々
ロータリーのいろいろな部署からメールが送られ
てくるのですが、最近来たメールの中に「メタバー
スで例会を開くクラブ」というのがあり、興味深
かったので紹介します。
　スペインのメタバース・ロータリークラブは、メ
タバースで例会を開いている最初のクラブの一つ
です。 メタバースとは、ユーザーがバーチャルな
拡張現実を探索できる、オンライン上の空間のこ
とです。会員は直接対面式で集まることもありま
すが、大半の例会はバーチャルスペースで開催さ

れ、参加者はアバター
という分身によって表
示されます。詳しくは、
こちらのブログ記事を
ご覧ください。というも
のです。
　このブログの記事
は、スペインのメタバー
ス・ロータリークラブ会
長がロータリーボイスに寄稿した内容で、クラブ
設立の経緯や運営の状況などが報告されていま
した。
　その書き出しは、数カ月前、夫が所属するロー
タリークラブで卓話をした人が、バーチャルで交
流できる場としての、メタバースの可能性につい
て話しました。その後まもなく、私たちの地区の
会員増強委員会メンバーが、メタバースに新しい
クラブを結成することを提案しました。とあり、こ
の会長の場合は、ご主人のクラブに夫婦で出席し、
メタバースのクラブに興味を持って、設立にかか
わり会長になられたのだろうと思いました。余談

●２０22～23年度   国際ロータリーのテーマ

ですが、まず夫婦で、それぞれ別のクラブに所属
されていることに驚きました。
　更にメタバースの可能性として、画期的で柔軟
性があるため、多様な会員や、これまでに会員が
いなかった層の人びとを惹きつけていること。　
　入会して奉仕に参加したいと考えているすべ
ての人が、自分に適した形で参加できるというこ
と。
　例会はインターネットの、オンライン上の仮想
空間で開かれ、バーチャルな待ち合わせ場所、
他の会員からのメッセージを見る場所、ロータ
リーや国内外のプロジェクトについて学べる場所
などがあり、訪れる人は自分のアバターをつくっ
て、空間内を自由に動き回ったり、ほかの訪問者
と交流したりすることができるようです。
　またそこに参加するために、ヘッドセットや専
用機器などの特別な装置は不要で、キーボード
やスマホなどモバイル機器のメニューで操作で
きるということです。しかも、アバターとして数回
参加すれば、あたかも自分がその場にいるような、
没入感が体験ができるので、その点がZoomや
電話会議への参加とはかなり違っているようで
す。
　今はずいぶん収まりましたが、コロナでたくさ
んの例会が中止になる中で、このメタバースのよ
うな世界が利用できていれば、随分ロータリーの
活動も変わっていたのだろうと思います。
　以上で会長の挨拶を終わります。ありがとうご
ざいました。

■本日のプログラム  ゲスト講演／国際奉仕委員会
 　駐広島大韓民国総領事館　総領事　崔恩碩様
  　「地方から考える韓日交流」
■次回例会日時  2023年3月6日（月）　12：30～
■次回プログラム  ゲスト講演／プログラム委員会
 　広島県議会議員　下森宏昭様
̶
■第1374回例会記録
●日時………………………2023年2月20日（月） 12：30～　
●点鐘………………………………………………………………………………………会長
●国歌「君が代」斉唱………………………………………………………全員
●ソング「我らの生業」…………………………………………………………全員
●ゲスト紹介 
　株式会社　なちゅbio取締役  岡田アントニールイス様

チェ ウンソク



会員数
欠　席

欠席者のうち規定免除

3 5名
5名
1名

0名
3 0名

88.24％

Make-up
出席合計
出席率

ニコニコＢＯＸ本日出宝額　　27,000円

冨野井君 妻に花束をありがとうございました。ちなみに
 私も花を送りました。（大口）
光永君 71才の誕生日を迎えました。早いものです（大口）
中西君 今日は誕生日です。信じられないくらいの回数
 となりました。気持ちだけは若く持っていたい
 と思います。また、今日は社会奉仕委員会担当
 例会です。岡田アントニールイス様をお迎えし
 て。（大口）
井上君 2月18日誕生日。71才になりました。（大口）
武口君 誕生日のお祝い、ありがとうございます。（大口）
沈　君 本岡田アントニールイス様、本日はよろしく
 お願いします。
平田君 岡田様をお迎えして。美味しいビールを飲ま
 せてください。
「ゲストに岡田アントニールイス様をお迎えして」　
　村竹君、小根森君、酒井君、角谷君、圓道君、 石田君 

ですが、まず夫婦で、それぞれ別のクラブに所属
されていることに驚きました。
　更にメタバースの可能性として、画期的で柔軟
性があるため、多様な会員や、これまでに会員が
いなかった層の人びとを惹きつけていること。　
　入会して奉仕に参加したいと考えているすべて
の人が、自分に適した形で参加できるということ。
　例会はインターネットの、オンライン上の仮想
空間で開かれ、バーチャルな待ち合わせ場所、他
の会員からのメッセージを見る場所、ロータリー
や国内外のプロジェクトについて学べる場所など
があり、訪れる人は自分のアバターをつくって、
空間内を自由に動き回ったり、ほかの訪問者と交
流したりすることができるようです。
　またそこに参加するために、ヘッドセットや専
用機器などの特別な装置は不要で、キーボードや
スマホなどモバイル機器のメニューで操作できる
ということです。しかも、アバターとして数回参
加すれば、あたかも自分がその場にいるような、
没入感が体験ができるので、その点がZoomや電
話会議への参加とはかなり違っているようです。
　今はずいぶん収まりましたが、コロナでたくさ
んの例会が中止になる中で、このメタバースのよ
うな世界が利用できていれば、随分ロータリーの
活動も変わっていたのだろうと思います。
　以上で会長の挨拶を終わります。ありがとうご
ざいました。

■幹事報告……………………………………………中島幹事
●トルコ・シリア地震の義援金の要請が地区事務局
　より来ています。一人1,000円として人数分を会よ
　り支出いたします。
●吉舎で行われるIMの登録料を集金しております。
　全員登録となっておりますので、よろしくお願いいた
　します。
●次週27日の例会は昼の例会となります。

■出席報告…………………………………………平田委員長
●第1372回 2月6日

　
●第1374回  本日の出席は35名中31名です。

■SAA…………………………………………………石田SAA
●会員誕生日…光永君、中西君、井上君、武口君

●会員ニコニコBOXご出宝

グループ12 インターシティミーティング（I M）
ご案内

*登録受付・・・・・・・13時～13時30分
*開会式・・・・・・・・13時30分～14時
*基調講演・・・・・・・14時～15時30分 
*各クラブ意見発表・・・15時40分～16時30分 
*閉会式・・・・・・・・16時30分～16時50分

開催日時:令和5年3月26日(日)　　
開催場所:三次市吉舎交流拠点施設「よっしゃ吉舎」



■プログラム《ゲスト講演》……………………………………………………………………………………………………社会奉仕委員会

　本日は社会奉仕委員会の担当例会です。ゲストに岡田アントニールイス様をお迎えしました。岡田様は
2015年、地域おこし協力隊として三次へ来られ、規格外の作物が捨てられるのがもったいないという思い
から「捨てない農業」をコンセプトに株式会社なちゅbioを創設しました。吉舎の海田原に奥様と三人の子
どもさんとお住まいです。本日は岡田さんが作っているクラフトビールをお持ちいただきました。応援の意
味も込めてお求めいただければ嬉しいです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中西佳代子社会奉仕委員長
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　ご紹介いただきました岡田アントニールイス
と申します。7年前に三次へ移住、地域おこし協
力隊を経て、去年からクラフトビールを作って
います。今、幸せを噛みしめながら活動をして
います。
　起業する以前のことからお話いたしますと、
大学を卒業後、広島で企業様のホームページを
作る仕事をしていました。共同経営者である友
人がやめることになったのをきっかけに自分も
何か他のことで情報発信をしたいと思うように
なりました。新庄高校出身なので、三次の友人
がおり、三次には縁がありました。そこで、楽し
い思い出のある三次へきました。
　地域おこし協力隊で、農家の人と出会うチャ
ンスがあり、ホームページを作る手伝いをしたり
農業を体験したりして、自分は農業が好きなん
だと気付きました。
　若い人の集まりに呼んでもらって、そこでエ
ネルギーを肌で感じ、「かっこいい農業」を目指
す人たちと関わり、魅力を感じるようになりまし
た。そして三年後、2017年に協力隊を卒業すると、
農業を主軸とした株式会社なちゅ bioを企業、

空き家バンクで畑付きの家を見つけ、農業をは
じめました。
　農地が狭いので、付加価値のついた加工品を
作りました。例えばケールの青汁です。ケール
はキャベツの原種です。上にどんどん伸びるの
で、少ない畑で長くたくさん取ることができます。
大葉もそうです。

　これらの野菜を乾燥して粉砕して製品にする
ということを勉強して、野菜に付加価値を付け
て行きました。野菜を使った加工品販売は順調
に売り上げを伸ばしていきましたが、形の悪い
野菜、捨てられるしかない野菜、規格外になっ
てしまう果実が気になるようになりました。「何

とか利用できないだろうか」と思って着手した
のが「クラフトビール」です。

クラフトビール世界一を目指してクラフトビール世界一を目指して 



■点鐘…………………………………………………………………………………………………………………………………………………沈　会長

　とか利用できないだろうか」と思って着手した
のが「クラフトビール」です。
　たとえばケールの芯は硬くて捨てるしかない
と思われますが、茹でる、絞るなどして、その汁
をビールに使うことができます。ピオーネやりん
ごの規格外品もじゅうぶん使えます。昨年10月
より醸造をスタートしています。醸造場も、会社
の敷地内です。島根県の石見麦酒で醸造を学び
ました。
　９種類のクラフトビールを作りましたが、その
中のはちみつを使った黒ビールが銀賞になりま

した。うちではメロンも栽培していますが、こ
のメロンの受粉をしてもらったミツバチたちの
はちみつを使って作ったビールです、感慨深
いものがあります。
　広島県にブルワリーが10箇所ほどあります
が、賞を取れたのはこのうちの３箇所で、その
一つが我が社です。
　三次の農家さんの自信のある物を使ったク
ラフトビールを作って、世界で一番になりたい
と思います。世界に三次市をブランドとしてア
ピールできます。
　私が今まで地域おこしとして活動してきた
ことが、一つの形となり、三次の名前を広げて
いきたいと思っています。
　本日はクラフトビールを持って来ております
ので、ご賞味いただければ嬉しいです。ありが
とうございました。

■謝辞…………………………………………………………………………………………………………………………………………………沈　会長

＊写真はなちゅbioホームページより


